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こどもの城は、人口減少が危惧される現代において、諫早市独自で

取り組んでいる施策です。子どもたちが生きる力を培うことを目的にし
て、平成21年３月20日に開館しました。開館して５年経ち、市民の利用
方法も多岐にわたってまいりました。子どもたちの体験活動はもとより、
親の学び、ＰＴＡなど地域活動の企画支援、大学の授業・集中講義、教
師や児童厚生員の研修、病院や福祉施設の職員研修、企業のセミナー、
老人会や婦人会の講演、そして市職員の研修、子育てや教育を機軸に、
そこにかかわる大人の研修が数多く依頼として舞い込みます。

これまで、このような施策の事例は少ないためか、市内外からも注
目度が高くなってきており、近隣自治体をはじめ、国内各地で知名度が
高まっています。今後の子育て支援等のあり方について、先進事例になっ
ています。

ある利用者の方から聞いた話ですが、こどもの城は人気グループを
文字って、“ＡＫＢ” と称されていたとのことです。「（Ａ）危ない、（Ｋ）
汚い、（Ｂ）バカバカしい」の頭文字らしいです。確かに、こどもの城は、
そのように見えてしまう性質を含んでいます。

しかしながら、これは、こどもの城をさらっとご覧になった方の感
想だそうです。危ない、汚い、バカバカしいといった要素も、子どもた
ちが育つうえで大切であることもまた事実でしょうから、あえて、この
感想をこどもの城の特徴を表すものとして受け止めます。

一方、こどもの城を深い部分まで体験された方は、別のＡＫＢで表
現されます。
「（Ａ）明るい、（Ｋ）快い、（Ｂ）ブレない」
「（Ａ）あえて、（Ｋ）嫌われても、（Ｂ）ぶつかってくれる」
そして、こどもの城は、未来を担う子どもたちに対して、以下のＡ

ＫＢを使うことはありません。
「（Ａ）あきらめる、（Ｋ）決めつける、（Ｂ）侮辱する」

今後も、人々の抱える悩みや問題に市民とともに正面から向き合い、
試行と実践を積み重ねる中で、市民の思いを感じながら、必要な取組に
ついて研究しチャレンジしてまいります。

平成27年３月

諫早市長　宮　本　明　雄
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　今回は、こどもの城で実施しているプログラム、その企画、場を進行するファシリテーター
のコツについて紹介します。

　こどもの城よりも、もっと素晴らしいプログラムを実施しているところも多々ある中で少
し気が引けますが、広報費０円で年間にたくさんのプログラム依頼が舞い込むことから、自
分たちなりに見つめる意味でも整理してみました。皆様の参考になれば幸いです。

　　　　　人が先

商品・既製品よりも作品　

子どもたちが試行錯誤する時間を確保

　必要以上のシナリオよりも突然を楽しむ

目的の作成・共有過程に当事者が参加

「できること」の中で最大限のものは、どんなこと　

参加者の生活の背景を考えると、プログラムの幅が広がる

　楽しむ気持ちと汚れてもいい服装

準備・片付けもプログラムの一部　

　鶏の親は殻を全部破ってあげない

参加者相互の関わりに着目

人々の行動・ふるまいを常日頃から観察・考察してから臨む　

地域に根ざし、営利でなくできること　

　サイドワーク

場を設定するまで



「プログラム」という言葉は、いろんな意味で使
われます。調べてみると、大きく３つの意味があり
ました。
①番組。予定。計画。
②目録。計画表。また、演劇・音楽会などの内容
　　を解説した小冊子。
③コンピューターに対して、どのような手順で仕
　　事をするべきかを、機械が解読できるような特
　　別の言語などで指示するもの。　

出典【広辞苑】　

こどもの城で使う「プログラム」とは、①に近い
ものですが、「番組」とは異なる意味合いで使って
います。「番組」というと、演芸や放送などで使わ
れることが多いのですが、視聴者・観客の立場から
は、受身的な意味合いが出てくると思います。しか
しながら、こどもの城でいうプログラムは、主役で
ある “あなた” が作るということを大切にしていま
す。お店に並んでいる商品・既製品を買うのでなく、
自分で作る、いわば作品に近い意味です。

学校と比較してみると、こどもの城でいう「プロ
グラム」に近いものは授業にあたるでしょうか。授
業は、学習指導要領に基づき、ねらいがあらかじめ
決まっており、教師が教材や指導法を事前に準備し
ます。一方、こどもの城のプログラムも、企画する

第一章　“プログラムを考えるコツ”
商品じゃなくて作品
　　～　常に “人” が先

担当者の思いから大まかな内容を構成し展開を予測
します。ここまでの過程は似ているものの、展開す
る段階において大きな違いが出てきます。学校では、
理科の時間に児童生徒が「体育をしたい」と言った
から体育に変えるということはありません。しかし、
こどもの城では、例えば企画段階で子どもたちに花
を見せたいと思っていたが、実際に現場に行くと、
そこに実っている野イチゴを食べるのに夢中になっ
たら、プログラム中の活動内容を変更することが
多々あります（もっとも、ねらいを変えることはあ
りませんが、このことは第２章で後述します）。
　
こどもの城では、開館以来、子どもたちの体験活
動から親のコミュニケーション、さらには職場の研
修まで依頼されることが年々増加してきました。そ
の過程で、実施する「プログラム」に、ある一定の
評価を受けていると分析しています。ちなみに、こ
どもの城では、年間予算で広報費は０円です。これ
は、こどもの城のプログラムを体験された方が、口
コミで情報を発信し、連鎖が起きているからである
と考えられます。
「プログラム」というと、どんなことをするのか
と中身が気になるものですが、実は、こどもの城で
は、中身よりも参加する主役のことを優先して考え
ているのです。つまり、プログラムを考えるときに
は、中身が先ではなく、常に “人が先” なのです。
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こどもの城には、子ども会やＰＴＡなどの行事を、
こどもの城のプログラムを活用して実施したいとい
う依頼が毎年多く舞い込みます。当然、そこには、
打合せなり企画（大人の場合が多いのですが）の会
議なりが必要になります。こどもの城では、このよ
うな依頼に応える際に、会議の手法などについても、
アドバイスさせていただくことがあります。一言で
言えば、大人の会議は効率的に行い、子どもたちの
活動は非効率的にやりましょうと提案するのです。

活動を非効率的にやりましょうという意味は、子
どもたちが試行錯誤する時間を確保しましょうとい
うことです。ともすれば、活動すること自体が目的
化してしまうことも多いのですが、こどもの城では、
子どもたちが生きる力を培うことを目的としていま
すので、一度で成功してしまう活動（“やらせ” に
近い活動）を中心にプログラムを考えていくことは
避けたいのです。参加する子どもたちは、毎回違い
ます。どのような体験を積み、どの程度の活動にチャ
レンジするか、その活動を中心としたプログラムで
どのような力を子どもたちが身につけようとしてい
るのか、そこを大切にしたいのです。
創作活動ならば、いわゆるキットでなく自然の素
材から創作できるものはないか。協力を学ぶプログ
ラムならば、チャレンジのレベルを高くして、本気
になって力を合わせてやり直すような活動を組み込
めないか。そもそも、企画者の思うとおりに動かな
いのが子どもたちです。想定外のことが起きてしま
うことを念頭にプログラムを組むことで、スムーズ
に行かないことが、かえって子どもたちがその課題
を解決することにつながるという考え方でプログラ
ムを構成した方がいいとも考えられます。

会議は効率的、活動は非効率的

安全に関しては、念には念を入れて考え準備する
としても、必要以上のシナリオを描くよりも、突然
を楽しむくらいの方が、生きる力の獲得に効果的と
考えます。こどもの城の都合で、いわゆる口あたり
のよい活動を提供していくことなど、あってはなら
ないと考えています。そして、この考え方がブレて
いないからこそ、毎年、いろんな依頼が舞い込むの
だと考えています。

このような考え方に関して、経験の深い方々のお
話を聴く機会がありましたので、本章の最後に紹介
します。
広島大学教育学部を退官された西村清己先生（元
広島県「高原の家」七塚の所長）は、教え子にあた
るこどもの城館長に、こう語られたそうです。
「子どもたちが例えば竹とんぼを作るのに小刀で
削ること自体には、実は、さほど意味はないんじゃ。
子どもたちが、削る過程で一生懸命がんばりながら、
自分で考えていくこと、そこに重要な意味があるん
じゃ。『さっきよりも工夫したな』、『前よりも上手
になっているから、もう少しやってみろ』などと声
をかけることで子どもたちは、さらに前進しようと
する。お前も指導者になったのなら、そこを大切に
してほしいのぉ。」
また、ある高等学校の校長先生をされた方は、「習
うという字は、なぜ羽に白と書くのでしょうか？　
私は、真っ白な子どもたちが、何度も羽を羽ばたか
せるという意味で使っています。何度も羽ばたくこ
とで自分のものとして獲得していくからです。」と
語ってくださいました。
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プログラムを考えるときには、「できること」を
洗い出してみると、より現実的な企画が可能になり
ます。プロとして企画の仕事をされている方などは、
これを「ポテンシャル分析」と呼んだりします。
また、「できること」を考えるときに、「頼れる人」
を考えてみると、少しだけ勇気づけられます。前述
したように、目的から先に考えてみると、「できる
こと」の中で最大限のものは、どんなことだろうと
イメージしやすくなります。かたや、目的を確認し
ないまま、「毎回このようにやっているから同じよ
うに」だけが意識されると、そのときにできること
以上のことを目指すことになり、誰かが無理をした
り、企画者・担当者がくたびれたり、担当になった
役員さんだけの携帯電話の支払い額が増えたりしま
す。そんな状態では、企画した人だけでなく、参加
した人が「よかった」と感じるプログラムは到底で
きないでしょう。

「近所のおばあちゃんが託児をしてくれるかも」、
「人前で喋るのは苦手だけどチラシなら作れます」、
「私、○○地区で別の集まりがあるので、そのときに
連絡できます」などなど、身の回りに頼れる人、頼
れば引き受けてくれそうな人がたくさんいません
か？　もしも、見つからない場合は、頼れる人を探
す、見つけるプログラムから企画してみるといいか
もしれません。
こどもの城では、企画者（企画チーム）自身が「やっ
てよかった、学んだ」というプログラムのお手伝い
をしたいと考えています。

できること、頼れる人

持ってくるもの

こどもの城のプログラムでは、持ってくるものと
して、２つのことをお願いしています。

一つは、「楽しむ気持ち」です。
依頼される人もプログラムを企画する人も、「楽
しんでもらおう」と思って企画するのですが、楽し
めたかどうかは参加者が感じることです。ここだけ
は、参加者が用意してもらう必要があります。よく、
「これをやれば笑顔になること間違いなし！」、「こ
どもの城のプログラムは楽しいって聞いてきたので
すが」などの話を聞きますが、少し違和感がありま
す。第１章で述べた内容と異なり、これらの話は、“人
が先” ではなくプログラム（活動）が先の考え方に
なっているからです。

なお、例えば、午前中のプログラムに親子で参加
するためには、家庭では、朝からたくさんの準備を
することも多いようです。時間に間に合うように起
きる、健康状態を把握する、朝ご飯を作り、食べる、
弟・妹を保育所に預ける、朝ご飯の残りを片付ける
……当たり前のことのように思えても、たくさんの
ことをやって、やっと参加できるのです。企画する
人も、これらの参加者の生活の背景を考えてみると、
プログラムの幅が広がると考えます。プロとして企
画の仕事をする方の中には、これらのことまで考え
て「マーケティング（分析）」などと呼ぶ方もおら
れます。
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一般に、ファシリテーターと参加者の関係は、親
と雛、師家と弟子ではないことが多いようですが、
はたらきが合致することという概念は近いように思
えます。こどもの城が着目している喩えは、鶏の親
は殻を全部破ってあげないということです。雛は自
らの力で殻を破って出てきます。もしかしたら、親
は本能として、全て破ってあげると、雛が自分で生
きていけないことをわかっているのかもしれませ
ん。この点、「ファシリテーション」は、教師と生徒（教
授⇒学習）の関係と異なっているように思えます。
したがって、こどもの城でいうファシリテーターと
は、雛の力を信じて、「殻を破る時機ですよ」と雛
を刺激する役割の人と考えています。

ともすれば、ファシリテーションの場面を任され
ると、不安や楽しさが入り混じり、自分でシナリオ
を描いてしまうこともあります。「あのゲームから
始まって、少し盛り上がってからこの活動、最後の
ふりかえりで、よい話が飛び交い参加者が喜んでく
れるだろう……」という具合です。このこと自体は、
様々な展開を予測するという意味で大切なことで
しょう。しかしながら、ファシリテーションは、参
加型の学びの場などで使われる概念です。講演など
自分のシナリオに沿って語る場面とは違います。参
加者を必要以上に自分の思う通りにコントロールし
てしまうことは、「啐啄」の意味と異なるように思
えます。

コンテンツよりもプロセス

ファシリテーターが着目すべきは、参加者の動き
です。できれば、心の動きまで予測すること（予測
しようとすること）です。そして、ファシリテーショ
ンの場面では、通常、複数の参加者がいますので、
参加者相互の関わりに着目すべきです。こう考える
と、事前にシナリオを練りすぎても、実際にファシ
リテーションの場面では、あまり役に立たないかも
しれません。参加者相互がどのように関わるかなど
予測できませんから。ファシリテーションの場面で
は、活動の中身（コンテンツ）よりも、参加者の動
きなどその場で起こること（プロセス）をよく見る
ようになると、自らの役割に徹することができると
思います。さらには、前章でふれた、参加者がその
場に来るまでのプロセスにも焦点をあててみると、
もっと幅が広がるように感じます。

ところで、英語には「ファシリティ」という言葉
もあり、こどもの城などのような「施設」と訳され
ます。ここでも、「ファシリ」という音が綴られて
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・こどもの城で育てたハーブでティーを入れる
　（プログラムが硬直しがちで休憩する場面）
・喋っている途中で、口を開けたまま沈黙する
　（安全に配慮してほしい場面）

「ファシリテーションは一人でやるもの」という
考え方に固執すると、ファシリテーターが辛くなる
こともあります。そういう場合は、「チーム（複数
の人数）でファシリテーションをする」という考え
方で実施してみるのはいかがでしょうか。
主に進行している人を助けるチームメイトの役割
は「サイドワーク」などと呼ばれます。落語は一人
ですが、漫才やコントは複数で演じます。でも、漫
才やコントと、チームでファシリテーションを進行
することは少し違います。漫才やコントは事前に練
られたネタ（シナリオ）に沿って進めますが、ファ
シリテーションの場面はシナリオ通りに進まないと
いう大きな違いがあります。

サイドワーク

もう一つ、チームでファシリテーションを進める
場面では、チームメイトが参加者側に立てるという
利点があります。漫才やコントでは演じる人が客席
にいることはありませんが、チームで進めると、参
加者の視点から場を見ることができるのです。これ
は、参加者側から見ても大きな力になり得ます。例
えば、進行しているファシリテーターの説明のポイ
ントについて、参加者の側から笑顔で質問などすれ
ば、ポイントが明確になりやすく、しかも確認でき、
説明も深まってきます。

他にも、次のような利点が考えられます。
・終了後に、ファシリテーターの間で、より現場
　　に即した検討ができる。
・初心者など不安を抱えたファシリテーターに
　とって、安心感が得られやすい。
・新たなファシリテーターが育成される、技術が
　　向上する。
・場に、一体感が出やすい。

では、ファシリテーターが一人で努めなければな
らない場面では、どうしましょうか。
もう、お解かりですね。そう、参加者の中から、
サイドワークの役割をしてくれそうな人を見つける
ことです。
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14 こどもの城

高等学校の運動部（バレー部）が実施したプログ
ラムでは、自分たちが満足できる試合につながり、
勝利という結果まで得ることができました。ポイン
トは以下の表にあるように、「視点を変えてみた」
ことだと分析しています。

勝っちゃった
　　～　部活動のプログラム

プログラム 企画者のポイント

目的共有
（コンセプトの確
認）

条件整理～場を設
定するまで

思い（保護者２人）
・一生懸命練習してきた
　高校生たちが最後の大
　会で悔いのない試合を
　し、できれば勝ってほ
　しい。
・何かヒントがほしい。

ファシリテーターのポイント

思いを受け止めながら助言
・保護者や生徒の思いと指導され
　る指導者（教師・監督）の思い
　は近いですか？
・｢これをやったら勝てる！｣とい
　うプログラムはありませんが、
　勝利につながった事例から、成
　果を出す要素を模索してみましょ
　うか。

変化・成果など

・親が子どもに「勝たせ
　たい」という気持ちで
　なく、「勝つために今で
　きること」に目を向け
　るようになった。

実施日の流れ
（一般的に「プロ
グラム」と呼ばれ
ている部分）

３時間×２回実施
（２回目は大会本
番の３日前にバ
レーボールを使わ
ないプログラムを
実施）

実際の発言
・チームワークです。ト
　スです。

・そんなこと考えたこと
　もありませんでした。
・そう言うように決まっ
　ていると思っていました。

・チームワークという割
　には、ストレッチは一
　人でしかしたことがあ
　りませんでした。
・｢ドンマイ、次！｣と言
　うことで済まし、失敗
　を隠そうとしていました。
・何だか優勝しちゃいそ
　うです。
・普段あまり喋らない下
　級生が、よく意見を言
　ってくれたし、上級生
　もよく受け入れて聴け
　ました。

固定観念を揺さぶる投げかけ
・バレーの基本って何？
・試合会場では優勝候補が中央で
　体操する規則があるの？
・スポーツって、いつも強い人が
　勝つの？
・「一本集中！」の掛け声は、集
　中していないから？　
・笑っている人はふざけている人
　なの？
・この大会で勝つことだけを目指
　して来たの？
参加者の変化につながった主な活
動（ふりかえりを含む）
　「二人組ストレッチ」
　「命令ゲーム」（失敗が楽しい
　　と感じる活動）
　「歯を見せない会話」
　　（腹から笑える活動）
　「柔らかボール当て合戦」
　　（類似の遊びから、作戦を自
　　　分たちで考える活動）
　「『島歌』大合唱＆合の手」

・｢基本は楽しむこと｣な
　ど考え方を広げること
　ができた。
・試合会場で笑顔で体操
　をし、リラックスする
　ことができた。

・指導者も、プログラム
　中は一人のチームメイ
　トとして生徒と笑い合
　い、心理的な距離を縮
　めた。
・見学に来た保護者は生
　徒が解放感いっぱいに
　歌い踊る姿に涙し､｢歯
　を食いしばっている姿
　とともに、この顔を見
　たかったのだと気づい
　た」と感想を漏らした。

フォローアップ ・企画の元になった保護者と会話
　する機会を持った。

・生徒のその後を報告し
　てくれた。

・大会ではシード校に競
　り勝った。





16 こどもの城

市内の小学校ＰＴＡが数多く実施したプログラム
では、保護者どうしが名前で呼び合う間柄になり、
行事をする際の盛り上がりができています。ポイン
トは以下の表にあるように、「素になって人とふれ
あってみた」ことだと分析しています。

仮面を剥いだ
　　～　ＰＴＡのプログラム

プログラム 企画者のポイント

目的共有
（コンセプトの確
認）

条件整理～場を設
定するまで

思い（その年の役員数名）
・親どうし、実はあまり
　知り合っていないが、
　認め合いながら深く知
　り合いたい。
・役員になったから何か
　しなければ。

ファシリテーターのポイント

思いを受け止めながら助言
・どうなったら、知り合ったこと
　になるかな？
・大人どうし、素になって遊んで
　みましょうか。
・｢しなければ｣の発想からは何も
　生まれないと思うのです。

変化・成果など

・行事を企画する時に目
　的を意識するようにな
　った。→参加者呼びか
　けに、その行事の目的
　が明記されるようにな
　った。

実施日の流れ
（一般的に「プロ
グラム」と呼ばれ
ている部分）

平均３時間

実際の行動
・壁の近くに立っている。
　→遠慮、不安が見られ
　る。
・丸くなって座り始める。

・ゲームだとルールを意
　識して愉快に動ける。

・声を発して、他人の名
　前を呼んでみる。

・｢これまで待てずに聴
　くことができなかった
　が、これからは子ども
　の話を聴く」などの率
　直な感想と行動につな
　がりそうな発言が出る。
・涙を流す人もいる。

場が機能するまでのプロセス
・子どもたちに見せたい形になっ
　てイスに座りましょうか。
参加者の変化につながった主な活
動（ふりかえりを含む）
　「席替えゲーム」（全体）
　「３人の同級生」
　二人組～四人組など徐々に人数
を増やした活動に発展
　「フォグ・コール」
　　（声を発してみる活動）
　「サッラハ～（エジプトの遊び）」
　　（からかいながら限度を感じ
　　　ることを受け止める）
　「世界の挨拶」
　　（違いを感じる活動）
　「ミラーリングゲーム」
　　（相手の話を聴く活動）
　「オリジナル曲『おかえり』」

・自分の名前を知っても
　らうことで、会場にい
　ることの抵抗が少しだ
　け和らいだ。
　　→伝えたい、学び合
　いたい内容を“受け容
　れる”状態になった。

・身体の距離が縮まるこ
　とで心理的な距離も近
　くなっているかのよう
　な表情に変わった。

フォローアップ ・企画の元になった保護者と会話
　する機会を持った。

・別のＰＴＡからの依頼
　が舞い込むようになっ
　た。→口コミで広がっ
　た。

・新たに知り合った親ど
　うし街中で名前を呼び
　合うなどしている。
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